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祝福の意外性（ルカ4：21-31)
今も悪い者は私たちから幸いな告白ができないように奪おうとして隙を狙っています。それに惑わされたり、だまされることなく、私たちは神のみことばが聞ける神の子どもであり、特権が与えられている者です。神様のみことばはだれもが聞ける、そして、わかるというものではありません。旧約の時代は神様のみことばをダイレクトに聞いてしまうとその場で即死してしまうようなものでした。イエスのゆえに、イエスを受け入れたがゆえに私たちはダイレクトに、まっすぐに神を見上げ神様のみことばを聞けるような存在になりました。ほとんどのクリスチャンがその祝福の大きさをよくわかっていないような気がします。それで、礼拝に来られているみなさんは礼拝をとおして、自分へのみことば、自分自身に神様が語りかけるみことばに触れるようになっていただきたいと思います。それが最高の祝福なのです。誰が何をどう言おうが「自分は日曜日の講壇から、神様が自分自身にダイレクトに与えられるメッセージに、みことばに預かる者なのだ。その祝福が私のものなのだ。私はそのような幸いな者です」という思いを持ってぜひ、みことばの祝福に勝利していただきたいと願います。他はすべてでたらめであって、他には方法がありません。みことば以外にはありません。その心構えを持ってぜひ、そのような姿勢で礼拝に臨んでいただきたいと思います。それで、１週間１回しかないこのときが楽しみでもあるし、また集中するときでもあるし、主を見上げる最高のチャンスでもないでしょうか。そのようなことを自分自身の中から、自覚を持って生かしていくクリスチャンになっていただきたいと思います。約束して保障します。そうすると、すべては開かれるようになります。
そのような中で、今日は神のみことばの「祝福の意外性」というタイトルをもって、この意味が何なのかということを聖書をとおして考えてきたいと思います。神様の祝福、本当に祝福された人はだれなのか、だれに神様は祝福を与えられるか、神様の祝福さえあればそれで問題は終わりではないでしょうか。でも、それが、私たちが考えているような基準、イメージとは全然違います。「ええ、そうなのか。そうだったのか」という意外性を持つということを覚えていてください。結論を申し上げますと、みなさんが神様に祝福されているということに対して疑うこともなく、また驚くでしょうけれども「ええ、そんなまさか」というようにも思わないようにしてください。それほど意外なもの、意外性をもつのです。それでその祝福の意外性のことを理解して、自分自身が意外にも神様の祝福に預かっている者だという確信を持って、存分に自分が祝福の存在だということを楽しみ、味わうクリスチャンになっていただきたいと思います。みなさん一人一人、自分さえこの神の祝福によって生かされ、内側からいのちが動いて、自分が祝福の存在だということさえはっきりとわかれば、自分の人生はもちろん、そのときから他人を助けて生かす者になります。そして、現場も生かされるようになります。それが神様のみこころであり、それが神様の祝福でもあるし、祝福のあかしでもあります。それがクリスチャンの人生です。ぜひ祝福の意外性という答えをしっかり握って、みなさんがそのような答えの主人公になることを祈りたいと思います。
１．祝福は人の条件と無関係
今日の聖書の箇所をとおして意外性というのはどのような意味なのかというと、まず神様から私たちに与えられる神様の祝福は人の条件とは無関係のものだということです。それが意外性です。

1)一般の概念
つまり、一般的に普通の人は祝福に対して自分なりの基準、自分なりのものさしがあります。「あの人はものすごく優しい人なので、思いやりのある人、そして、心配りが何かわかっている人、あの人はたぶん祝福されるだろう」というような見方をなんとなく持っているのです。「あの人はその家系の背景などを見るとたぶん祝福されるだろう。祝福された人だ」とか、あるいは成功したことを見て、それを基準にして「あの人は祝福の人生であろう」というような見方、評価などを一般的にも持っています。みなさんは今までそのような思い、経験はないでしょうか。「あの人は祝福されるだろう。あの人は人格的にとても立派なので、あの人は犠牲の精神を持っているから、たぶん祝福の人でしょう。祝福されるだろう」そして究極的には「招き猫があるから、福が入ってくるだろう」という思いでそれを置いておく場合もあるのです。招き猫があるから福が転がり込んでくるというような思いを持っている人もいます。一般的にはなんとなく「あれが祝福だろう」そして「あの人は祝福されるだろう。あの人には祝福があるだろう」というようなイメージがあります。はたしてそれで人は祝福されるのでしょうか。人が良い人だから、正義感のある人だから、他人を助ける精神を持っている人だからといって、その人に祝福があるのでしょうか。
2)ユダヤ人の概念
特に今日の聖書を見るとユダヤ人の場合はユダヤ人だから祝福される、ユダヤ人は神様に選ばれたという意識がありましたので「ユダヤ人なので血筋によってその人は祝福されるだろう。祝福のラインに立っているだろう」というように思っていたのです。いまだにユダヤ人はそのように思っています。そういったいろいろな人の条件によって祝福が左右されるという考え方が一般的です。世の中の考え方であり流れでありますが、そこでイエスさまは今日、それはそうではないとおっしゃっています。エリヤの時代、ものすごい飢饉があったとき「イスラエルの人が祝福の対象だ」と思い込んでいる人々の前でイエスさまはおっしゃいます。旧約のいろいろなおあかし、証拠を持ってお話されたのが何かというと「イスラエルにも大変困っている状況の中でやもめの人がたくさんいた。でもエリヤはそのイスラエルのやもめの方に行かないで、ここに書いてあるのはイスラエルの人ではない異邦人（イスラエルの人は呪われた人、神に捨てられた人という意味で異邦人という言葉を使いますが）、そちらのやもめの方に行ったのではないか。そこに神様の祝福があったのではないのか」という内容です。私たちはこれを聞いてそんなにびっくりしないかもしれませんが、イスラエルの人にとっては、これはありえないことなのです。
3)イエスさまのみことばの意外性
だから、意外性という言葉で片付けられるかどうかわかりませんが、「ええ。そんな」ということです。でも実際そうだったのです。彼らが神の祝福に対してどう考えても、何をどう思い込んでいたとしても、それが一般常識になってみんなの基準になっていたかわかりませんけれども、イエスさまのおことばを聞きますとまったく、意外なのです。まったく、予想外なのです。そこに神様の祝福があったのです。神様の祝福は私たちの基準から見たときには意外なものなのです。ぜひ覚えてください。

それから、もう一つ、旧約の時代にらい病、ハンセン病というものは、昔は呪われた病気と言われていました。今はそういう意味ではありません。そのときに、イスラエルにも同じ病気に患っている人がたくさんいました。でも、それが癒されたのは、イスラエル、イスラエル人の患者さんではなく、イスラエルから見たときには敵国、異邦人のナアマン将軍という人に神の祝福が臨みました。その話を聞いていたイスラエルの人々が怒りを覚えてイエスさまを殺そうとしました。彼らが聞いたときには意外なお話ですが、単に意外なことではなくて、もうこれは怒るしかない話だったのです。これがイエスさまのおことばです。神様の祝福の意外性をイエスさまは今語っていらっしゃいます。なぜ、そのようにおっしゃるようになったのかというと、イエスさまが自分の生まれ故郷の方に戻ってお話をされたときに、それを聞いていた故郷の人々が「すごい話だね。ものすごく偉くなったのだね。でも、あの人はヨセフの子、大工さんの息子ではないのか」と思っていました。イエスさまのお話は、彼らが見たときには前よりなんとなく偉くなっているなと見えたわけです。それに対してほめると同時に、でも「昔、大工さんのヨセフの息子だったそのイエスという人ではないのか」とコソコソお話をして思っていました。イエスさまはそれを聞いて「たぶん、あなたがたはこれからわたしのお話、またいろいろなことを見ると余計に、お医者さんにあなたを治しなさいというたとえ話をして、この故郷ではなく他所のところで行っていた奇跡のうわさを聞いているので、それらをうちの町でもやってみなさいと言うでしょう」それがどんな意味なのかというと「あなたは外に出て、自分の内側のこと、自分の子どもの時のことなど細かい内側の事情等知らないところに行って、いろいろな偉いことをやったかもしれないが、私たちはあなたがだれなのかわかっている。だから、外ではそのようにしてもここでは違うだろう」という見方なのです。それを聞いてイエスさまが故郷に戻って、イエスさまがキリストであるということをお話して、みことばが実現したという話をしたときに、それをあざけって「あなたは大工さんの息子ではないのか。どんなに偉いことをやって何か偉いと外で認められたかもしれませんが、どうせ大工さんの息子でしょう」という感じなのです。イエスさまのお話を聞いたにもかかわらず。それを聞いてイエスさまは「あなたがたは祝福の対象ではない。あなたがたは残念だ」という話をして、このたとえ話をしました。つまり、今故郷に行ったときに、故郷の人間だからではありません。でも、いろいろなことを理由、条件を取り上げてとにかくイエスさまのことを正しく認めないで無視するようになってしまいました。それをとおしてイエスさまは「預言者が自分の生まれ故郷ではきちんと待遇されることはない」という話も取り上げながら、イエスさまが怒ったというよりは「残念だね。祝福の基であられるイエスがここに来ているというのに知らないのだね。あなたがたは祝福の対象から外れている者だ」ということをおっしゃるために旧約の二つのことを取り上げました。「あなたがたがイスラエルの人だから、あなたがたは自分で祝福された民族だという意識があるだろうけれども、残念ながら祝福から外れているのだよ」という話をされました。すると彼らはものすごく怒りを覚えてイエスさまを殺そうとまでしたのです。もちろん、まだ時になっていないのでイエスさまはそこを通り抜けて行くようになりましたが、なぜイエスさまは彼らにこのようなひどいことをおっしゃったのでしょうか。イエスさまのおことばの中には彼らが普段思っていたそれとはまったく違う神の祝福に対して「それは全然違うよ」と神様の祝福の意外性を語っていらっしゃったのです。つまり、神の祝福は人にとってそれが成功であり、それがすべてです。それが答えなのです。いろいろなことがあるでしょうが、簡単に申し上げると神の祝福が届いていない、神の祝福が何かわかっていない、あるいは神の祝福を正しく味わっていないというのが本当は問題ではないでしょうか。神の祝福はすべてです。
２．祝福の条件はイエスさま
その神様の祝福は人の条件とは無関係であり、そうではなく神の祝福の条件はイエスだけであるという意味です。神の祝福はイエスです。イエスが来られてイエスさまのことを正しくお話したにもかかわらず、彼らは昔から大工さんの息子だという先入観や何かがあってそうだったのかわかりませんが、どんな理由でもイエスがキリストであるということを邪魔するようなものがあって、そのイエスを拒んだり、無視したり、受け入れることがなければ祝福とは関係ないということです。イスラエルの民族であれ、どんなに立派な人間であれ、どんなに心優しい気配りのある人間であっても祝福とは関係ありません。神様の祝福とは関係ありません。神の祝福はそのような人の在り方、人の条件とは無関係のものです。神の祝福の条件は一つしかありません。イエスだけです。イエスが無いところには神の祝福はありません。イエスのあるところに神の祝福があります。イエスを拒むところには、一般的には福があるだろうとどんなに評価して思うところであっても、祝福とは関係ありません。そして、一般的にはどんなに祝福とは外れていて、もう捨てられている者、だめな人生、呪われた人ではないかと思われるところでも、イエスがそこにいれば、イエスを受け入れたのであればそこは「神の祝福あれ！」です。これが基準です。それが人の普段の思いから見たときには意外なものです。私たちは祝福に対して普通に考えているかもしれません。でも、意外性をぜひ約束として握っていただきたいと思います。
1)イエスはキリスト
なぜ、神の祝福の条件はイエスだけなのかというと、イエスさまだけがキリストだからです。つまり、イエスさまだけが創世記３章の問題を解決する唯一の方だからです。言葉を変えますと、イエスがなければ、イエスを受け入れないと祝福のいのちの基であられる神様に絶対に会うことができず、神から離れたままの状態で、人生真っ暗なままの状態なのです。その人が優しいかどうか、金持ちなのかどうかは関係なく、それは祝福とは言えません。
2)唯一の希望
それから、イエスが無いところには残念ながら、神を失って神から離れたとたんに偽物の神、世の神と言われている、暗やみの世界を支配している悪魔、サタンが主人であり、支配されるようになるしかありません。ものすごく人のために犠牲を払って自分の命を燃やしてささげたとしてもそこに祝福はありません。悪魔、サタンの暗やみの支配があるままです。そこにどうやって祝福云々、言及することができるでしょう。イエスが無いとだめです。もし、イエスを受け入れることがなければイスラエル民族であれ、どれほど素晴らしい家系を背景にしてその出身であったとしても、罪と罪から来る報酬である罰、最終的には永遠の地獄の刑罰などはそのままです。それで、呪いの運命に捕らわれるようになりますが、捕らわれたままなのです。どうやって、そのような人、そのような人生を祝福と言えるのでしょうか。多くの人が、うわべだけを見て勘違いしています。それは心優しい人の気持ちや愛情などでは解決できない問題です。イエスさまだけ、女の子孫と言われ、約束され預言されていたイエス・キリスト。イエスさまだけがキリストです。イエスさまだけが、そのイエスを受け入れるそのときに聖霊が臨まれて、神が臨まれて、神と出会い、神のいのちが与えられるようになります。それと同時に、今まで光である神様を離れた結果、捕らわれていた真っ暗な暗やみの人生は消え去っていくようになります。それを聖書は祝福と言います。それに従って、いろいろな症状、結果が現れるでしょうが、その前に根本的にこの離れていた、失っていた神様と出会って神のいのちが宿ることを祝福と言うのです。その祝福の条件はイエスしかありません。イエスはその神様と出会う道、キリストなのです。そして、イエスは神を離れている私たちを捕え、支配し、様々な不幸やいろいろな問題をもたらしている張本人、悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利されたまことの王様です。イエスしかそのことをできる方はいらっしゃいません。人の本当の祝福はちょっとした成功や、すぐに金持ちになったり、また愛情たっぷり注がれるところにあるものではありません。どんなにそのようなことがあっても、暗やみの力に捕らわれたままでは本当の祝福ではありません。キリストによって、キリストが臨まれ、キリストが来られることによって、その悪魔の支配、勢力が完全に打ち砕かれ、そこから完璧に解放されること自由になることそれを祝福と言います。だから、イエスがそのことができるキリストなので、イエスがキリストなので、イエスが祝福の唯一の条件なのです。もし私たちがどんな罪を犯しても、どんなに不幸な人生を送っていたとしてもイエスを信じるとすべての罪が清められ、すべての罪が赦されて、罪から来る様々な呪いの運命からも解放されるようになります。地獄の恐怖、刑罰ももう終わるようになります。それを祝福と言います。それを全部まとめるといのち、救われると言うのです。私たちが救いと言うときにはあまりにも概念が縮まって単純なのですが、救いはそういうものではありません。イエスは・キリスト、その救いを与えられる救い主です。
3)最後の希望
　ですから、祝福の条件はイエスだけです。そのイエスがキリストなので私たちの人生、人類の希望はイエスだけです。イエスがキリストであるというのは「イエスさまは素晴らしい良い方」ではなく、希望は唯一イエスしかありません。他に世の中に必要なもの、良いもの、立派なものたくさんあります。それを無視するわけではありません。ただ、そこに希望はありません。そこに人生の答えはないのです。そこをクリスチャンはこんがらがっていてはいけません。そこに祝福の条件があります。祝福の条件は唯一の希望であるイエスしかありません。故郷に戻られたときに、故郷の人間たちがイエスさまを見て、イエスさまのお話を聞いて、話もすごいとほめながらも、小さいときからイエスを見てきたという自分たちの先入観なのか、とにかく理由はどうであれ目の前に来ていらっしゃるのにイエスを拒否するのです。イエスをキリストとして受け入れようとしていないのです。最終的には笑ってしまいます。それがどういうことなのかわかっていません。ここに祝福はありません。神様の祝福と関係ありません。裏返すと呪われたままなのです。暗やみのままです。地獄の運命のままです。それで彼らは怒りを覚えたのです。悔い改めてイエスさまを信じるべきなのに怒りを覚えたのです。ぜひ覚えていてください。いろいろなことを考えるかもしれません。また、イエスのことをどのような重みを持って考えていらっしゃるのかわかりませんが、ただイエスではなくて、その重みによってその後が変わってくるようになるでしょう。イエスは理由がどうであれ、イエスを拒否する理由は呪いの種です。なんと恐ろしいことでしょうか。確かに彼らは小さいころから大工さんの息子だと見て一緒に暮らしてきたかもしれません。だからといって、イエスがぼやけて見えず、イエスを受け入れることができなければ、その理由は呪いの種です。祝福と呪いの分かれ目です。祝福の条件はイエスだけです。唯一の希望、世界中でイエスの御名の他には私たちが救われる名としてどのような名も神様は与えられていません。ものすごく単純にならないといけません。良いことと、正しいことと、必要なことと、希望とは違います。答えとは違います。唯一です。これを本当に「アーメン」と言いながら握ると、その人は神の祝福の答えが始まるようになるでしょう。人の条件と関係ありません。唯一です。今週、あらゆるところで礼拝をしながらこの話をしましたが、私たちにもそれ以上の感覚が必要なのです。

ある映画の話です。黒人の俳優さんが主演、主人公でした。そこで地球全部が何かに感染して全員が殺されてゾンビみたいになっています。唯一、主人公だけがそれを治すことができる薬を研究する研究者だったのですが、ほぼその研究が終わる頃は、犬と自分一人しか残っていませんでした。最終的にその犬も感染して殺されてしまいますが、それで誰かいないかといつも無線で訴えかけていたのですが、そこにまだ感染していない何人かの群れがいて、その中のお母さんと息子と出会うようになります。それで、そちらにこの薬を持って行き、新しい歴史を始めましょうというときに、ゾンビたちが匂いを嗅ぎつけ研究室に襲いかかってきました。それでもう潰れる寸前です。そこでその治すことができる、感染しても大丈夫な薬が出来上がりました。世界は今滅ぼされています。希望は唯一この薬しかありません。何より大切です。何物にも比べることができません。その映画の背景を見るとたぶんニューヨークのマンハッタン辺りだと思いますが、ビルも倒れたり全部ぐしゃぐしゃになって、その上でゴルフ練習をしたりしています。何にも役に立ちません。良いものなしです。今は輝いているように見えるかもしれませんが。その感染症、ウィルスの前では無力です。まるで悪魔のしわざ、罪のウィルスに無力であるのと同じように、良いもの、必要なものがあるでしょうけれども何も役に立つものがありません。ただこの薬だけです。薬の色が赤でした。それで逃げようとしたときに、たぶん遅いと思ったのかわかりませんが、お母さんと息子さんにその最後の希望である薬を「これを持って逃げて新しく始めてください」と託し、自分はそれを守るためにそこに残って自爆してゾンビと一緒に死んでしまいます。そういう映画でした。そのような状況の中で希望はその薬しかありません。今私たちが人間的な基準やいろいろなことで良い悪い、必要だ、必要でないといろいろなことが言えるかもしれませんが、本当に霊的な目を開いて、創世記３章の罪の呪いが何かわかっていれば、祝福はその創世記３章から解放されて救われることを祝福と言うのです。みなさんが成功することが祝福でなく、大学の教授になったり、みなさんがやりたいことを成し遂げることが祝福ではなく、創世記３章から解放されて失っていた神のかたちの祝福を全部取り戻すこと、それが本物の祝福なのですが、その神の祝福の条件は人にはありません。イエスだけです。イエスがまるでその薬のようにイエスだけがこの滅びている人類唯一の希望なのです。みなさんにどのような問題があるのでしょうか。何を考えていらっしゃるのでしょうか。何を求めて何を必要としていらっしゃるのでしょうか。そこが問題なのです。希望はキリストだけです。誰かのせいにしてもいけません。全部、サタンにやられる道具になるだけです。誰かを頼りにすることもいけません。希望はキリストだけです。良いか悪いかが全部崩れ、希望はキリストだけです。だから、そのキリストであるイエス、祝福の条件はイエスです。そしてイエスは最後の望みです。その次に何かがあるわけではありません。そこでもう終わりです。唯一であり、最後の望みです。イエスさまは今そのようなお話をされていらっしゃるのです。「あなたがたがイスラエルの民族だからと言って神の祝福あれとはとんでもないことだ。イエスを拒否しているのではないか。理由がどうであれ、とにかくそこに神の祝福はない」ということです。逆に神の祝福と全く関係ないと思われていた異邦人のやもめ、捨てられていたと思われる人々にエリヤが、預言者がつまり、彼らは神の祝福が届きました。共通点は何でしょうか。そこにイエスという言葉はありません。彼らは神の祝福イエスを受け入れた人なのです。それが条件です。誤解してはいけません。「だから、貧しい人、だめな人間、失敗している人、そこが条件なのか」そういう意味ではありません。人には条件はありません。イエスを受け入れるのかどうか、イエスにどんな反応を示すかどうかが条件なのです。その中でもし、人間的に良い条件、恵まれているもの、素晴らしいものを持っているがゆえに、それが理由でイエスが見えないようになればそれは呪いなのです。そうすると、逆にその恵まれた条件、良いものなど全部ひっくり返ってだめになり失敗してそれで飢え渇きを覚えてイエスに向かう、イエスを信じるというのが幸いなのです。そういう意味です。条件は人がだめな人間だから祝福されるという意味ではありません。異邦人だから祝福されるわけでもありません。でも、異邦人の中でも、だめな人間でもイエスを受け入れない人もいます。しかし、その人間的には自慢するようなことが何もないまったく下っ端に引き落とされているそのことのゆえに、人生が何なのかに気づくようになり霊的なこと、主を見上げ、飢え渇きを覚えるようになったのであれば、そのどん底は祝福になるということです。なぜでしょうか。イエスを見上げるようになったからです。逆にそのような失敗が何もない、良い家庭に恵まれて、良い性格を持って、ある程度自分なりのまじめさを持って勉強もして、出世もして、とんとん拍子で行くということは、別に悪くはありません。問題はそれで「イエスは要らない。私は神の助けなど、神の祝福、恵みなどそんなにいらない者です」となれば、そのとんとん拍子は呪いの種になるわけです。意味が分かるでしょうか。祝福の条件はイエスです。人類、一人の人生、その家庭の問題の根底には創世記３章の悪魔のしわざによる罪の問題があるからです。それでイエスさまがこの地上で公に働きを始められたそのときに、主に取税人、娼婦、また病気の人など、社会から疎外されて、偉い人から見たときにはもう関わってはいけないと思うほど、どん底に落とされている、呪われたと言っても過言ではないような人々とイエスさまはおもに付き合っていました。それはそのような人を神様は愛するとか、そういう意味ではありません。そのときに彼らはイエスを受け入れました。自分の人生の切羽詰った状況をとおしてイエス・キリストを受け入れるようになりましたが、パリサイ人、律法学者、金持ちや地位のある人々は、そんないろいろな条件が先立っていて「イエスは要らない。変ではないか」という方向に走ったので彼らは呪われるようになったわけです。そこでイエスさまの働きの生涯をとおしても祝福の条件がイエスなのです。たとえ話としてイエスさまがこのような話をしました。取税人とパリサイ人と祈りのために神殿に上ったときに、パリサイ人は目立つ服を着て公の場で手を挙げ「神様。彼らのように罪を犯さないで、きちんと１０分の１もささげて、いろいろまじめにやって、こうできるようにして感謝します」と祈りました。つまり、自分は偉いということでしょう。その裏側に何があるかというと「だから、神の恵みやイエスの救いなどは要らない。うまくやったことに対しての神の報いだけが必要なのです」ということです。そこに取税人は人の前に出ることもできないまま隅っこの方に隠れ「神様。この罪人を許してください」と祈りました。だれが神様に義と認められ、だれが神に祝福されたのでしょう。言うまでもないでしょう。イエスさまがおっしゃいました。でも私たちはすぐわかるのですが、当時の状況を見ると、だれが祝福されるのかと尋ねれば「それはパリサイ人でしょう」というような基準だったのです。そこで、人が悪いことをしないで、いつも良いことばかりしたのか。それも条件ではありません。良いことできないまま、悪いことばかりして失敗の人生を送ってきて、だめなことばかりだった、それが不幸になる理由でもありません。問題はそういうところにあるのではなくて、イエスなのです。取税人は自分がどんなに悪い人間なのかわかって、赦してもらえるのは神様の恵みしかない、イエスしかないとイエスを信じる気持ちになりました。そこに祝福あれです。これが条件です。ぜひ覚えてください。これは祝福の意外性です。意外とクリスチャンでもだいたいが一般的な基準を持って、そのような見方をしています。そうすると、だいぶ損してしまいます。また、山上の垂訓のところでイエスさまがおっしゃいました。当時、お金を持っている人、地位のある者が祝福された者だという評価が一般的だった社会において、「心の貧しい者は幸いです」と。心が貧しいとはどういう意味でしょうか。人の条件ではなくて簡単に言うと「イエスが必要です。キリストであるイエスが必要ですというその心が幸いです。その心には神の祝福あれ、天国があの人のものです」とおっしゃったのです。意外ではないでしょうか。みなさんはたくさん聞いて当たり前に思うかもしれませんが、当時の社会とパリサイに対しては、これはもう対角の言葉です。「貧しい人が幸いとは何か。金持ちが幸いでしょう」というのが当たり前です。偉そうな格好をつけて言うものでもありません。意外性です。もし、みなさんの中にはその意外性にびっくりするような要素があれば全部消してください。これからは私たちには意外なものにならないように、最初からわかっていてください。祝福の条件はイエスであるこの答えを握って、最後にここに礼拝のために来ている皆さんはイエスをキリストとして信じて受け入れた方だと信じています。もしそうでない方がいらっしゃればイエスを救い主として受け入れないといけません。そこに祝福あれなのです。
３．祝福の人を確信する
　受け入れた方なので、ぜひ自分自身のことに確信を持ってください。私は祝福の者です。私は祝福された者なのです。でも、ついまだ性格的に悪いし、弱さもそのままあるし、霊的な問題がまだまだ私を苦しめていて、うちの家庭がまだまだぐじゃぐじゃで、子どもに問題があり、そのようないろいろな条件、理由で自分が祝福の者、祝福された者だということを、確信を持って喜べないようにする要素がいっぱいあるかもしれません。それを全部消してください。それは祝福の条件にはなりません。イエスだけです。みなさん、イエスを信じて、イエスが与えられたというのはすべてが全部消されるぐらい大きな、大きな祝福なのです。目覚めてください。私は祝福の者です。なぜでしょうか。イエスの他は全部消してください。条件はイエスだけなのです。これが戦いなのです。
1)滅びと呪いが終わった人
つまり、みなさんは今現在の状況がどうなのかと関係なく、みなさんは滅びと呪いの運命が永遠に終わってしまった、おしまいになりまった人なのです。自分がそういう人だと確信してください。昨日もいろいろお話しましたが、これがどういう意味なのかというと私たちにいつも良いことばかりということではありません。いろいろなことが起きていても私たちにとって滅び、呪いに当たるものは存在できません。つまり、私たちが思い煩い、不信仰になって暗い思いの方に走るようなことは実は私たちの人生にはもう存在しなくなっているのに、ついついだまされているだけなのです。イエスがキリストなので、それほど祝福されました。すべてを完了しました。イエスは光なので光を持っている者は暗いものは共存できません。私たちはついつい暗いものを許しているだけなのです。光と暗やみと一緒には絶対にできないものです。その光を持つようになりました。どんな辛いことがあれ、どんな悪いことがあっても暗い方向に考えることはやめてください。それは私たちのものではありません。その戦いです。自分がそのような祝福された者なのです。もしかして今、幻覚が見え、幻聴が聞こえる辛い思いをしている方もいるかもしれません。それも呪いではありません。それを暗いものに持って行かないように。やみに隙を許さないでください。イエスは光なのです。つまり、クリスチャンというものはどんな存在でも関係ありません。良いことしかありません。本当は祝福だけです。これを味わってください。もう滅びは終わりました。
2)天の霊的な祝福を受けた人
それから、天にある霊的なすべての祝福をいただいている者です。この内容の細かい部分は２部の礼拝で申し上げますけれども、この祝福、完璧な祝福、もう文句を言えない祝福をいただいている者なのです。地上のものとは比べることができない、朽ちることもない、変わることもない、色あせることもない、その天にある霊的な祝福、正確に申し上げるとその祝福のゆえにこの地上のものを治め征服できる祝福をいただいている者です。天国の保障もいただいています。なぜでしょうか。イエスのゆえにです。みなさんが頑張ったからではありません。みなさんが善良な人だからではありません。イエスのゆえに。だから、善良ではない人でもイエスのゆえに自分がこのような祝福された者だということを常に日々、確認して確信を持つようにしてください。
3)世の光
ですから、イエスを受け入れた途端に何も変わっていないようなのですが、世の光と言われる祝福の者になったのです。信じてください。自分自身のことで、自分自身に惚れるようなクリスチャンになってください。霊的な目をもってください。なぜ、祝福の意外性のことを申し上げたのかというと、みなさんがイエスによって祝福の存在だという確信を持つように、本当はその確信を持って大胆に何もかも全部、切り離して「祝福の者です。感謝します」と言うためには、それはあまりにも一般の基準から見たときには意外なので、クリスチャンの方でもそこになかなかいけないようなのです。「まさか」ではなく意外とみなさんは祝福された者です。意外とこんなにとんでもない方々なのに祝福されたのです。意外ですね。確信を持つようにしてください。
結論

結論です。自分の基準、世の中の基準、全部捨てましょう、イエスだけを残して、それから、過去をはじめ、今現在のみなさんの様々の条件を全部乗り越えて、それにひっかかることなく祝福の存在である確信と同時にプライドをぜひ持ってください。特に、レムナントのみなさんはこのプライドを持っていないと惑わされ、流されてしまいます。みなさんはお父さん、お母さんがどんな存在なのか、家庭環境がどうなのかまったく関係ありません。ある人は生まれながら頭のＩＱが努力と関係なくどうしても伸びない人もいます。でも、だからといって、自分は不幸だと思わないように。そのような条件など全部越えて、自分は今、何かに苦しめられ、今、厳しい険しい環境におかれて、今本当に大変な家庭環境の中にいるとしてもイエスのゆえに自分は祝福の存在だというプライドを持ってください。ついつい、いろいろなものと比較し、変な方向に行ってしまうのですが、レムナントのときにそうなるとだいぶいろいろなものを損してしまいます。大事なものを失うようになります。条件を超えて、確信とプライドを持つようにしましょう。それから、いつも最終的には感謝と幸せでいつも終わるように戦いましょう。それで、ただちにこの祝福の伝達者、つまり伝道者としてこれっぽっちも迷わないで、疑わず立ちましょう。伝道者というのはキリストを受け入れたあと、長い教会生活と、７０人訓練を受けてからやるものではありません。どれほどみなさんが祝福されたのかそれを確認して感謝すれば、その裏面を見ると伝道者になっているのです。その伝道者としてみなさんの今の現場、毎日のスケジュールの中で他の何かでない、伝道者として立ってください。自負を持って、持っているか持ってないか、訓練があるかどうか関係ありません。それが祝福なのです。イエスによって与えられた祝福です。だから、みなさんの現場の１００％の福音化を自信を持って、特権だと思って、迷わないで祈ってください。なぜ、そちらの方に立たないかというと、この前の自分が祝福の存在だという答えがなかなか出ないからです。なぜ出ないか。祝福の意外性がわかっていないからです。自分は祝福されていないだろうと思う、その根拠、理由がぜんぶユダヤ人的な一般人の感覚なのです。そこからは意外にならない。意外と僕は祝福の者なのです。学校の成績は下から３番目なのに意外と祝福されているのだね。街でそんなに認められていないし、会社でそんなに上でもないし、給料もそんなに高くないのに、意外と僕は彼らより祝福されているのだねという確信を持ってください。それで、なぜ大切なのかというとみなさんを維持すると同時に、すぐ裏を返しますと、なるほど、だから、他の何かに惑わされないで人生のメインテーマは、これからは伝道なのだ。勉強も伝道のために勉強。みなさんがやりたいことも伝道というメインテーマの中でそれを考えないといけません。それだけです。そこに祝福が証拠として現れます。みなさん、ぜひ神様に感謝してください。取税人のようにこんな祝福を考えると、まったく一般的な基準から見たときには祝福とは遠くかけ離れて、祝福などとは口から言うのも恥ずかしいくらいの人生でしょう。それにもかかわらず、意外と祝福されたのです。その確信を持つように。確信とともに神様に感謝して、日々主を見上げ祈りの時を持つたびに「幸せだな。幸いな者なのだな」と日々、毎回、毎回確認するクリスチャンになっていただきたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、兄弟姉妹に上からの恵みと悟りと力と慰めと励ましを豊かに、豊かに与えてください。どうか何かのことで邪魔されないでイエスだけを残して祝福の確信とプライドを回復して、また持ち続け、それがさらに豊かに、豊かになるように祝福を与えて、心からの感謝とともに、裏返して迷いなくまっすぐに伝道のメインテーマを走ることができるように祝福してください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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